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③スマイルタイム
の話し合いの中
で，「目標達成
力」に関する取り
組みを考えるよう
にする。
学級力アンケート
については，スマ
イルタイムに決め
たことの取り組み
結果について，ふ
り返りまで行う。
⓸職員間で取り組
みを共有し，それ
ぞれの実践につな
げていく。
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★
見
直
し

①授業で考えること
が面白い」と回答し
た児童の割合を80％
以上にする。【児童
アンケート】
②国語科・算数科の
単元テスト60点未満
の児童を10％未満に
する。

Ⅳ　目標・取組及び評価指標等の設定と評価 福山市立

□③「自分は目標をやり
とげようと取り組んだ」
と回答した児童の割合は
8６％である。
④「自分の考えは認めら
れている」と回答した児
童の割合は7３％であ
る。
◎多くの学級でスマイル
タイムに話し合いをし，
課題に応じた目標を決め
ることができた。
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□①授業で考えることが
面白い」と回答した児童
の割合は83％である。
②単元テスト60点未満の
児童は国語科１１%，算
数科９％である。
◎各担任が授業の見学を
し合うこと等を通して，
教材研究への意識を高め
つつある。その反面，ク
ラスの生徒指導上の課題
から学習への意欲を下げ
ている児童も増えている
実態がある。
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①自分が選んだ学
び方や学びも振り
返る等，自己決定
の場の設定と振り
返りを行う。
②学級の実態を把
握し，弱点克服
シート作成を行
う。基礎学力の定
着を図る時間と，
自分達で考え，選
んで学ぶ時間の配
分を考えながら単
元計画を考える。

□①授業で考えること
が面白い」と回答した
児童の割合は８４％で
ある。
②単元テスト60点未満
の児童は国語科６%，
算数科７％である。
◎配慮の必要な児童に
対する支援を充実させ
たことで，学びに向か
う意欲や基礎学力を高
めることができつつあ
る。

改善方策

6 【豊かな心】
達成感・自己有用
感の享受と自尊感
情の醸成

★

国語科・算数科
における基礎学
力の定着と「わ
かる」「でき
る」を実感する
子ども主体の授
業づくりの推進
【主】【思】

・学習活動や思考
の過程で価値づけ
を行いながらやる
気を引き出す授業
づくり
・みんなと考えた
ら「わかった」
「できた」という
達成感を味わえる
授業づくり
⇒自己肯定感や主
体的な学びへのつ
ながり

【確かな学力】基
礎学力の定着と思
考力・判断力・表
現力の育成
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野々浜小 学校

年
目

中期経営目標
重
点

分
類

短期経営目標
目標達成に
向けた取組 総合

改善方策
評価 評価 評価 評価 評価

評価指標

中間評価（10月1日） 　　最終評価（２月末）

□指標に係る
　取組状況
◎短期（中期）経営
　目標の達成状況

プロセス 達成

□指標に係る
　取組状況
◎短期（中期）経営
　目標の達成状況

プロセス 達成
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③引き続き，行事ごと
に，学年の実態に応じ
た目標設定を行い，振
り返りの場を設ける。
④各学級で「ありがと
うの木」を作成，掲示
する取り組みを行い，
「自分が認められてい
る」という実感を一人
一人がもてるようにす
る。

①授業における対話場
面を単元の中で計画的
に設定し，児童同士の
発言に対する反応や評
価の指導を充実させ
る。
②基礎学力の定着を重
点課題とし，引き続き
単元テストの結果やわ
くわくタイムなどの取
り組みの実際について
校内で共有し，学校全
体で組織的に指導を進
める。
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□③「自分は目標をや
りとげようと取り組ん
だ」と回答した児童の
割合は8８％である。
④「自分の考えは認め
られている」と回答し
た児童の割合は７１％
である。
◎目標達成率では，行
事に向けた目標設定や
振り返りの充実が向上
につながった。自尊感
情については，児童同
士の支え合う力に課題
がある。

見
直
し

児童相互の立場
の自覚を促し，
お互いを尊重し
合い，自尊感情
の高い児童を育
成する。
【主】【共】

・学級力レーダー
チャートを用いて
学期に２回のスマ
イルタイム等で学
級状況の振り返り
をし，改善を行
う。
・異学年との関わ
りの中で，相互に
評価し合う場を充
実させる。

③「自分は目標をや
りとげようと取り組
んだ」と回答した児
童の割合を85％以上
にする。【学級力ア
ンケート】
④「自分の考えは認
められている」と回
答した児童の割合を
80％以上にする。
【児童アンケート】

⑤グーパー運動・
セット運動・柔軟
の継続する。
課題の大きい
「ボール投げ」に
焦点化した運動
を，体育の授業の
前段に実施する。
体育委員会による
運動に関係する動
画撮影を行い，視
聴することで児童
への意識付けを行
う。
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□⑤体力つくりの様々
な取り組みに参加し，
「運動の楽しさや喜び
を感じることができ
た」と回答した児童の
割合は８４％である。
◎個々の課題に合った
練習方法を自分で考
え，取り組む力がつい
てきている。研修で提
案した活動を通して，
ソフトボール投げで遠
くに飛ばす投げ方を意
識して指導することが
できた。

⑤がんばりカードで，
今月の振り返りや来月
に向けての目標の振り
返りを具体的に書かせ
るようにする。
引き続き，ソフトボー
ル投げの取り組みを授
業に取り入れ指導をす
る。また，グーパー運
動の検証として握力の
再測定を行う。
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7 【健やかな体】
主体的に運動に親
しむ態度の育成

見
直
し

運動の楽し
さ・喜びを味
わい，自己の
体力を見つ
め，高めてい
こうとする児
童を育成す
る。
【主】【課】

・運動の特性を味
わわせる楽しい体
育科の授業を展開
する。
・運動の必要性に
気づかせる指導を
工夫する。
・児童一人一人が
自己の特性や課題
に応じた目標を設
定して取り組み，
体力向上の実感を
感じさせる。

⑤体力つくりの様々
な取り組みに参加
し，「運動の楽しさ
や喜びを感じること
ができた」と回答し
た児童の割合を80％
以上にする。【児童
アンケート】

□⑤体力つくりの様々な
取り組みに参加し，「運
動の楽しさや喜びを感じ
ることができた」と回答
した児童の割合は92％で
ある。
◎セット運動・グーパー
運動・柔軟の実施がほぼ
定着している。
◎頑張りカードに，各学
年で目標値を決めて，取
り組むことができた。
□取組内容については個
人差が大きく，個々の課
題や成果が見えにくい。

3
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評点 評価基準 評点 評価基準 評点 評価基準

[プロセス評価の評価基準] [達成評価の評価基準] [総合評価の評価基準]

□⑥時間外勤務時間が
月45時間未満となる職
員の割合は100％であ
る。
⑦職員アンケート「や
りがいを感じる」職員
の割合は93％である。
◎業務改善に対して，
職員の意識が高く，交
流した内容を進んで実
践している。効率よく
業務を進めることを意
識して，平均退校時刻
を早めることができて
いる。

⑥現在の時程が，児童
を学校に滞在させる時
間が多いものになって
おり，成績業務等が勤
務時間に間に合わない
状況になっているた
め，来年度以降，勤務
時間外の業務を減らす
ために時程の修正をし
たり，校内提出物の精
選をしたりする。
⑦職員間でのコミュニ
ケーションを充実さ
せ，風通しのよい職場
の維持に努める。
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概ね目標を達成できた。

5
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，問題が生じた際は，協同的な課題
解決が十分に図られた。

5 目標を大幅に達成し，十分な成果をあげた。 5 １００％以上の達成度 十分に目標を達成できた。

【信頼される学校
づくり】
保護者・地域から
信頼される学校の
創造

⑧学級通信の交流
をし，学級づくり
の１つとして役立
てる。
学力テストの結果
や研修の取組，授
業への還元方法等
を保護者に知らせ
ること等から，学
校教育の理解が得
らえるようにす
る。

□⑧「信頼される学校
づくり」に関する項目
について肯定的な回答
の割合は９２％であ
る。
◎計画的に通信を発行
し，児童の学習や生活
の様子を発信した。
道徳を紹介する通信を
発行し，学校全体で取
り組んだ。
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⑧引き続き，通信の発
行やHPを更新し，学力
テストの結果や研修の
取組，授業への還元方
法等を保護者に知らせ
ることで，学校教育の
理解が得らえるように
する。

□⑧「信頼される学校づ
くり」に関する項目につ
いて肯定的な回答の割合
は９４％である。
◎計画的に通信を発行
し，児童の学習や生活の
様子を発信している学級
が多い。行事や授業の変
更点や詳細の説明等につ
いては，事前にメール配
信で保護者に周知してい
る。
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6

★
継
続

学校・家庭・地
域が学校の課題
や取組・成果を
共有・協働して
児童を育てる。
【共】

・各種便りの発行
やHPの更新を計画
的に行い，学校の
取り組みを保護者
や地域に周知す
る。
・学校の取組や児
童会の取組等に家
庭・地域の協力を
要請し，課題解決
を図る。

⑧「信頼される学校
づくり」に関する項
目について肯定的な
回答の割合を90％以
上にする。【保護者
アンケート】

3 ６０％以上８０％未満の達成度

目標を達成できなかった。

4
取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が生じた際は，協同的な課題解決が
概ね図られた。

4 目標を概ね達成し，望ましい成果をあげた。 4 ８０％以上１００％未満の達成度

やりがいを実感
しながら業務を
進めることので
きる職場づくり
を進める。（職
員の自己肯定
感）
【主】【課】

継
続

⑥児童の学校生活
の時間を見直し，
職員の退校時刻を
早められるように
する。
職員間で交流した
改善策の中で，自
分に生かせるもの
を考え，実行す
る。
日々の業務で気に
なる点を書きだし
ておくなど，業務
改善を意識しなが
ら過ごす。

⑥時間外勤務時間が
月45時間未満となる
職員の割合を100％
にする。

⑦100NENアンケー
トや職員アンケート
で「やりがいを感じ
る」職員の割合を
80％以上にする。

□⑥時間外勤務時間が月
45時間未満となる職員の
割合は100％である。
⑦職員アンケート「やり
がいを感じる」職員の割
合は９３％である。
◎業務改善に対して，職
員の意識が高く，進んで
実践している。また，昨
年度の振り返りを活か
し，業務量を減らしてい
る。課題としては，児童
の学校生活の時間（掃除,
休憩）に改善すべき部分
がある。
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7 ・各種計画を早め
に提示し，勤務時
間を意識しながら
見通しを持った業
務遂行ができる体
制づくりをする。
・職員個々の目標
達成に向けて日常
的に交流し合い，
協働して取り組む
職員集団づくりを
進める。
（時間の確保・プ
ロセス評価・助言
等）
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4

【活気ある教職
員】
教職員の元気・や
りがいの醸成

1
取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題が生じた際の協同的な課題解決が
図られなかった。

1 目標を大きく下回り，成果が認められなかった。 1 ４０％未満の達成度

ある程度目標を達成できた。

2
取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問題が生じた際の協同的な課題解決
があまり図られなかった。

2 目標を下回り，成果よりも課題が多かった。 2 ４０％以上６０％未満の達成度 あまり目標を達成できなかった。

3
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変化，問題が生じた際は，協同的な課
題解決がある程度図られた。

3 目標をある程度達成し，一定の成果をあげた。

3


